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胞が始まりだった。1987年にMyoDが発見され basic helix-loop-helix (bHLH)型の転写因子が、
未分化間葉系幹細胞から筋菅までの分化を支配することが示された。1994年になって脂肪細胞
への分化を支配する転写因子として核内受容体の一つ peroxisome proliferator-activated rece 
ptor2(PPARγ2)が同定された。そして 1997年、ショウジョウバエの体節形成遺伝子の一つ runt
にホモロジーを持つ runt-related transcription factor2 (Runx2)が骨芽細胞の分化を支配する
遺伝子の一つとして登場した (Komori et al Cell. 1997)。さらに 1999年に、軟骨細胞への分化

































1: マウス肢芽細胞に対する BMP2刺激応答性の検討 
 マウス肢芽細胞ならびに C3H10T1/2細胞に BMP2処理を行い、Total RNAを抽出し、逆転
写反応により cDNAを合成後、RT-qPCR法にて Yank1遺伝子発現への効果を確認する。また、





















る効果を RT-qPCR法ならびに Alcian Blue染色にて解析した。 
 
【研究経過】 
1: マウス肢芽細胞に対する BMP2刺激応答性の検討 
胎生 13.5日齢のマウスから肢芽細胞を単離し単層条件で培養を行った。BMP2を 24時間処理
した後、total RNAを抽出し、Stk32a, Osterix, ALP, Sox9および Runx2を特異的に認識する
プローベを用いて RT-qPCR 法により各遺伝子を定量した。その結果 BMP2 の刺激によって
Stk32a, Osterix, ALP, Sox9の発現は著明に上昇したが、Runx2の発現誘導は認められなかっ
た。（図１） 
2:WT細胞株および#9細胞株の分化能に対する検討 
(A)WT細胞株および#9細胞株をそれぞれ BMP2により 24時間処理した後、Total RNAを抽出
した。次に Osterix, ALP, Sox9, Runx2を特異的に認識するプローブを用いて、RT-qPCR法に
より各遺伝子を定量した。 
その結果、WT細胞株では BMP2刺激によって、Osterix,ALP,Sox9の発現誘導が確認されたの
に対して、#9 細胞株では Sox9 の発現誘導が認められたが、ALP,Osterix の発現誘導は認めら
れなかった。図２【A】 













KO細胞では BMP刺激により ALP・Osterixの発現量が減少した。 
【B】WT、標的遺伝子 KO細胞（#11）の ALP染色 
#11では ALPの染色性は観察されなかった。 
【結論・考察】 
1. ゲノム編集技術の一つである CRISPR/Cas9法を用いて、C3H10T1/2細胞における Stk32a
遺伝子欠損細胞株を作成した。 
2. WT細胞株に BMP2を 24時間作用させると、Osterix,ALPおよび Sox9の発現が有意に上
昇した。一方 KO株では Sox9の発現が誘導されたが、ALPならびに Osterixの発現誘導は
認められなかった。 
 
1. 2.より新規プロテインキナーゼ Stk32aは BMP2のシグナル制御に関与し、間葉系幹細胞の
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